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①技術の要約

３００℃以下の低温で炭素（Ｃ）成分を完全燃焼させることができる酸化用触媒を提供する。

②発明の効果

内燃機関から排出される排ガス中に含まれる炭素（Ｃ）を主成分とするパティキュレート（ＰＭ）等を酸化して排ガスを浄
化する排ガス浄化用触媒において、より低温で炭素成分を完全燃焼させることができる酸化用触媒を提供する。

Ｔｌ２Ｏ３、Ｔｌ２Ｏ３－ＳｉＯ２ガラス、ＬａＴｌＯ３などの３価のタリウム酸化物を含み、炭素含有物質を４５０℃以下の温度で完全
燃焼させるために用いる酸化用触媒。この酸化用触媒の存在下において、炭素含有物質を４５０℃以下の温度で完全燃
焼させることを特徴とする酸化方法。

③キーワード

炭素燃焼、高酸化活性、ディーゼルパティキュレートフィルター（ＤＰＦ）



300℃以下で炭素成分を燃焼できる酸化触媒！
～低温高活性炭素燃焼セラミックス～

・ディーゼル車の排ガス中に含まれる炭素成分を
主とする粒子状物質PMの低温燃焼触媒

ディーゼル車の排ガス（粒子状物質）の対策

・環境汚染物質PM2.5の低温燃焼触媒300℃付近での（5wt%カーボンブラック+Tl2O3)混合物の
爆発的な燃焼状況．

現在、DPFに捕集されたPMは高温の排ガスに晒されることによ
り一部燃焼し堆積量は低減するものの、通常600℃以上の排ガ
スに晒されないとすみやかに燃焼しない。このため、排ガス温度
上昇の頻度の少ない市街地走行ではフィルター上に堆積するPM

は走行距離と共に増加し、PM堆積に伴う圧力損失の上昇が燃費
悪化を引き起こすことになる。そこで、燃焼触媒を用いた酸化燃
焼触媒方式について検討を行い、上記の燃費悪化を改善するた
めに、より低温でPMを燃焼できる燃焼触媒の開発を目指し、本
特許の酸化用触媒を見出した。
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